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希土類イオンは、4f 電子の持つ極めて特徴的な光学遷移により長年研究が進んでいる。本研究

は、その鋭い均一広がりや不均一広がりを利用する量子メモリである Atomic Frequency Comb 

( AFC )メモリ [ 1 ] を対象としている。AFC メモリは広い不均一広がり（~10 GHz）に鋭い櫛状吸

収線を作り出すことで実現する。その櫛が光子を吸収したとき、決まった時間後にフォトンエコ

ーとして高効率で再生する。また、AFC では広い不均一広がりを持つ原子集団を用いていること

から、光子の時間多重保存、および波長多重保存ができることが明らかになっており、多重化量

子通信への応用が期待される。 

 本発表では、微弱光によるフォトンエコーの観測、およびそのための Pr3+:YSO の光学励起によ

る AFC の作成に関して報告を行う。現状得られている結果を下図に示す。Fig 1 は光学励起を利

用して作成した AFC、Fig 2 はそこへ光子を吸収させることで得られたフォトンエコーである。フ

ォトンエコー観測の際に入射した光は 140µWであるが、単一光子による通信を見据える上で、よ

りパワーの弱い光での観測が求められる。そこで今後は、より微弱な光でのフォトンエコー観測、

およびそれに向けたフォトンエコーの再生効率向上、AFC 構造の改良を行い、その進捗を報告す

る。 
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